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１．はじめに

　2008年９月のリーマン・ブラザーズの破たん

（リーマン・ショック）は世界の金融システムと

世界経済に大きな混乱と損失をもたらし、連鎖的

に経営危機に瀕した大手金融機関に対して各国は

公的支援等の救済措置を行うことで破たんを回避

することとなった。このリーマン・ショックを契

機とした世界金融危機の後、銀行・保険分野で規

制強化が進められ、保険分野では、IAIS（保険監

督者国際機構）は、国際的に活動する保険グルー

プ（IAIG：Internationally Active Insurance 

Group）の監督のための共通の枠組み（コムフレー

ム）の開発に着手し、その後、2019年に採択した。

コムフレームは、IAIGの監督手法の開発、保険

監督ルールの国際的調和等を目指したもので、保
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　2008年９月のリーマン・ブラザーズの破たんを発端とした世界金融危機を受けた規制強化の取り組みとして、
IAIS（保険監督者国際機構）は、国際的に活動する保険グループ（IAIG）の監督のための共通の枠組み（コムフレー
ム）の開発に着手し、2019年に採択した。このコムフレームは、IAIGの監督手法の開発、保険監督ルールの国
際的調和等を目指したもので、IAIGに該当するとガバナンスを中心とした定性的要件とICS（国際的な保険の資
本基準：Insurance Capital Standard）の定量的資本基準が課される。本稿では、ICS導入前の事前の影響とし
て経費の視点から日本のIAIGと非IAIGに違いが生じているかを分析した。実証分析の結果、日本においてIAIGグ
ループ生保は将来の規制導入を控えて経費効率化を進めていたことが確認できた。また、国際的に活動する金融
グループの監督の枠組みについて銀行と保険でどのような違いがあるかを考察した。
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